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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
し
発
生
直
後
か
ら
、
こ
れ
ま
で
義
援
金

や
物
資
支
援
、
職
員
派
遣
に
よ
る
人
的
支
援
の
取
り
組
み
、
鹿
屋
市
に
避

難
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
な
ど
、
被
災
地
域
の
復
旧
復
興
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

物
資
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
や
企
業
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
物
資
を
３
回
に
わ
た
り
被
災
地
へ
発
送
し
、
義
援
金
や
職
員
派
遣
に
つ

い
て
は
、
震
災
後
、
直
ち
に
取
り
組
み
８
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
救
助
法
適
用
の
市
町
村
等
の
被
災
者
で
、
鹿
屋
市
に
避
難

さ
れ
滞
在
も
し
く
は
居
住
さ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
続
き
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
総
務
課
消
防
防
災
室
☎
０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
２
４

■
義
援
金
の
受
付

　

市
で
は
、
震
災
直
後
の
３
月
14

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
市
内
９

か
所
（
本
庁
、
各
総
合
支
所
、
各

出
張
所
）で
義
援
金
箱
を
設
置
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
総
額
２
６
，

８
７
０
，
２
４
９
円
の
温
か
い
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

２
０
，
７
８
８
，
１
２
９
円
を
日

本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
鹿
屋

地
区
（
市
社
会
協
議
会
内
）
を
通

し
、
３
回
に
分
け
て
、
被
災
地
に

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
４
市
５
町

復
興
支
援
チ
ー
ム
に
よ
り
鹿
屋

市
が
岩
手
県
大
船
渡
市
を
支
援

■
支
援
物
資

　

３
月
24
日
か
ら
31
日
ま
で
市
武

道
館
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
支
援
物
資
の
受
付
を
実
施

し
、
紙
お
む
つ
、
タ
オ
ル
等
の
生

活
用
品
な
ど
、
市
内
を
は
じ
め
市

外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
も
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
資
の
受
付
業
務
や
仕

分
け
・
梱
包
作
業
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
、
延
べ
２
３
４

人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

■
職
員
派
遣

　

今
回
の
大
震
災
は
、
戦
後
最
大

の
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
肝

付
町
の
銀
河
連
邦
に
よ
る
岩
手
県

大
船
渡
市
と
の
協
定
を
も
と
に
大

隅
半
島
４
市
５
町
で
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
、
給
水
活
動
、
支
援
物

資
の
搬
入
搬
出
や
管
理
、
被
災
車

両
の
警
備
及
び
管
理
、
保
健
師
に

よ
る
保
健
指
導
、
義
援
金
等
の
受

付
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
か
ら
は
、
３
月
26
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
、
大
隅
半
島
４

市
５
町
に
よ
る
支
援
活
動
の
た
め

39
人
を
派
遣
し
、
大
船
渡
市
の
復

興
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
水
道
協
会
か
ら
の

応
援
要
請
に
よ
り
、
４
月
２
日
か

ら
８
日
ま
で
、
福
島
県
い
わ
き
市

に
水
道
技
師
３
人
を
派
遣
し
、
断

水
地
域
の
給
水
作
業
や
応
急
復
旧

作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

■
被
災
者
支
援

　

市
で
は
現
在
、
市
内
に
避
難
さ

れ
た
被
災
者
の
方
々
に
対
し
、
各

種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
支
援
項
目

①
市
営
住
宅
の
無
償
提
供

②
被
災
地
か
ら
鹿
屋
市
ま
で
の
移

動
旅
費
に
対
す
る
支
援
金
の
給

付
③
当
分
の
生
活
に
必
要
な
費
用
に

対
す
る
生
活
支
援
金
の
給
付

④
民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
準
備
費

用
に
対
す
る
住
宅
支
援
金
の
給

付
⑤
０
歳
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児

童
の
子
育
て
費
用
に
対
す
る
子

育
て
支
援
金
の
給
付

⑥
輝
北
町
農
業
公
社
に
お
い
て
農

業
研
修
生
の
受
入
れ（
２
年
間
、

宿
舎
及
び
研
修
手
当
有
）

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

支
給
の
要
件
に
は
、
対
象

者
と
な
る
基
準
日
や
一
定

期
間
以
上
、
鹿
屋
市
に
滞

在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第２次現地支援本部
吾平総合支所
市民生活課

本村 和明　課長

▲９月５日、市役所で大隅半島４市５町復興支援チーム派遣終了セレモニーが行われました。

▲ 派遣最終日、猪川地区公民館の皆さんに「また会
いましょう」という思いを込めた黄色いハンカチ
を掲げていただき、見送っていただきました。

市民の皆様、
ご協力ありがとうございました

～義援金2,687万円が被災地へ～

し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
の

要
望
も
あ
り
、
大
船
渡
市
へ
６
，

０
８
２
，
１
２
０
円
を
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　東日本大震災の大船渡市復興支援に参加
して、大津波の凄まじさ、猪川地区公民館
の皆さんのやさしさ、４市５町職員のチー
ムワークの素晴らしさを知りました。そし
て大船渡や東北を支援することは大隅半島
がひとつになれることだと気づきました。
　今回の支援は終了しましたが、被災地で
の復興はこれからです。これからは市民間
交流による息の長い支援も必要となってき
ます。４市５町派遣職員間でも、大船渡の
復興を見守っていくシンボルとして、被災
した桜の跡に苗木を贈ろうかと話し合って
います。
　貴重な体験を本当にありがとうございま
した。派遣職員一同心より皆様に感謝申し
上げます。

第 
１ 
便

搬送日 ３月23日(水)
搬送先 福島県二本松市（全国市長会から要請）
搬送品 鹿屋市の備蓄物資等（保存食、飲料水  ほか）

第 
２ 
便

搬送日 ３月28日(月)
搬送先 宮城県石巻市（石巻市から直接要請）
搬送品 市民等からの提供品（味噌、しょうゆ、塩 ほか）

第 
３ 
便

搬送日 ４月１日（金）

搬送先 宮城県(鹿児島県の物資担当県）
※陸上自衛隊により搬送

搬送品 市民等からの提供品（紙おむつ、生理用品、塩  ほか）

支援物資

▲被災車両の確認

▲３月 14 日から８月 31 日まで、義援金箱を設置。
多くの皆様からのご協力をいただきました。

大船渡市復興支援に参加して

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや


